


















平成 24 年度 空間情報総括監理技術者認定試験 

試験実施日時：平成 24 年 7 月 28 日 13：30-16：30 

注意事項 

１）問１～問３に対する解答のファイル名は、受験番号-問番号とすること。 

例）12-099-1：受験番号 12-099 の受験者が問１を解答する場合、半角数字使用。 

２）ワープロの字体は明朝体、10.5 ポイント。１ページは、36 行、40 文字／行とする。 

３）設問の解答は全て USB メモリーに出力して提出せよ。 

問１：配布した以下の３つの資料から１つを選び、設問への答えを全部で 2 ページ以内に

記述せよ。 

１．スマホ新潮流 （出典：日本経済新聞 2012 年 3 月 21 日） 

２．無線 LAN 急拡大支える（出典：日刊工業新聞 2012 年 4 月 4 日 

転載許可済 承認番号：Ｎ－6359） 

３．小型衛星を公開 （出典：日経産業新聞 2012 年 6 月 26 日） 

最初に受験番号および選択した資料番号およびタイトルを記せ。 

設問：選択した資料の内容と空間情報技術の関連について論ぜよ 

問２：以下の設問への答えを、全部で３ページ以内に記述せよ。 

 空間情報技術を主たる業務として取り組む技術者を対象とした社内での技術研修講座な

どを想定し、 空間情報総括監理技術者の立場で以下の内容を盛り込み、講座開始時のオリ

エンテーションで受講者に配布する資料を作成せよ。書式は自由とするが受講生が分かりや

すいように工夫すること。講座は１回を 90 分とし、6 回で終了するものとする。 

 最初に受験番号を記した上で、 この講座の受講者に対する、A：学習目標と達成目標、B：

理想的な達成度レベル、C：標準的な達成度レベルを 1 ページ程度で記述せよ。 

次に、講座ごとに、①講座内容、②受講前・受講後に読む必要のある参考書や論文など、

③受講に関して収集しなければならない情報など (ただし、 社内での業務情報や技術講習

会等の資料は除く）、④その他（空間情報総括監理技術者の立場で受講者に周知する必要の

あることなど）の項目順に記述せよ。 ただし、解答の分量は 1 回から 6 回までの全てで 2

ページ程度とせよ。 

問３：平成 23 年 3月 11日に発災した東日本大震災（原子力発電所の事故に関する被害も

含む）からの復旧・復興に関連し、以下の問いに答えよ。 

 解答は、指示した順に従ってパワーポイント 8 ページ以内に記述し、提出せよ。ただし、

アニメーション機能は使用しないこと。 

1 ページ目：受験番号およびあなたの専門技術を記述せよ。 

2～5 ページ目：東日本大震災からの復旧・復興と空間情報分野のかかわりについて説明せ

よ。 

6～8ページ目：あなたの専門技術が東日本大震災からの復旧・復興にどのような貢献がで

きるか、具体的に説明せよ。 
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平成 23年度 空間情報総括監理技術者認定試験

試験実施日時：平成23年7月23日i3:30・16:30

注意事項

1）間1～問3に対する解答のファイル名は、受験番号・問番号とすること。

例） 11・099・1：受験番号 11・099の受験者が間1を解答する場合。半角数字で入力する。

2）ワープロの字体は明朝体、 10.5ポイント。 1ページは、 36行、 40文字／行とする。

問1：以下の設問への答えを、全部で3ページ以内に記述し、 USBメモリーに出力して提

出せよ

o.受験番号、氏名を記せ。
1. あなたは、日頃、空間情報技術の研究・技術開発の動向について、どのような資料を用

いて、どのような方法で学習しているのか、 1ページ以内でなるべく具体的に説明せよ。
2. そのような学習を通して、あなたが最近（ここ数年くらいに）得た新たな知識（空間情

報技術に関する新規的な技術開発や応用、空間情報技術に応用可能な他分野の科学技

術など）を 2つ挙げ、それぞ、れ1ページ以同で、その内容を具体的に説明せよ。

問2：空間情報技術分野について、 これから業務として取り組むであろう技術者（どちら
かといえば初級技術者）を対象とした社内での技術研修講座などを想定し、空間情報総括

監理技術者の立場で以下の内容を盛り込み、講座開始時のオリエンテーションで受講者に

配布する資料を作成せよ。書式は自由とするが受講生が分かりやすいように工夫すること。

講座は 1回を 90分とし、 6回で終了するものとする。

最初に受験番号、氏名を記した上で、この講座の受講者に対する A ：学習目標と達成

目標、 B：理想的な達成度レベル、 C：標準的な達成度レベルを 1ページ程度で記述せよ。

次に、 1回から 6固まで、のそれぞ、れの講座について、以下に示す①から④に関する内容を
記述せよ。ただし、 解答の分量は 1回から 6固までの全てで2ページ程度とせよ。
①講座内容 ②受講前・受講後に読む必要のある参考書や論文など ③受講に関して収

集しなければならない情報など ④その他（空間情報総括監理技術者の立場で受講者に周

知する必要のあることなど）。

以上について、阜でとμた三程患｝こまとめUSBメモリーに出力して提出せよ。

間3：以下の設問への答えを、指示した順に従ってパワーポイン 町長ぞっ；ぢ必卑に記述し、
USBメモリーに出力して提出せよ。タイトルスライドに、 受験番号、氏名を記入すること。
また、アニメーション機能は使用しないこと。解答には間2と内容的な重複があってもよ
し1。

1～2ページ目：あなたが空間情報技術の中で特に専門とする内容について紹介せよD
3～5ページ目：社会的・地域的課題の中から、あなたの専門技術がその改善に貢献すると
考えられる課題について説明せよ。

6～8ページ目：あなたの専門技術が、その課題の改善に向けて実際にどのように使われど
のような効果が期待されるのかについて説明せよ。

以上







平成 20 年度 空間情報総括監理技術者認定試験 

試験実施日時：平成 20 年 7 月 26 日 13:30-16:30 
 
注意事項 

1）問 1～問３に対する解答のファイル名は、受験番号-問番号とすること。 
（例：08-099-1：受験番号 08-099 の受験者が問 1 を解答する場合、半角数字で入力する） 
2）ワープロの字体は明朝体、10.5 ポイント。1 ページは、36 行、40 文字／行とする。 

 
問 1： 空間情報技術の分野において、あなたが主たる責任者として関連した業務のうち、

明らかに失敗した例（今思えば失敗であったと判断される例を含む）を取り上げ、その業

務の目的、失敗の原因や解決策などについて、下記の項目に従って、全部で 3 ページ以内

にワープロ入力し、USB メモリーに出力して提出せよ。 
 
０．受験番号、氏名 
１．業務名称、実施時期及び場所 
２．業務の目的と内容（概要） 
３．失敗の内容と原因 
４．解決策（今思えば、どうするべきであったのか） 

 
問２： 以下の設問への答えを、全部で 3 ページ以内にワープロ入力し、USB メモリーに

出力して提出せよ。 
 
０． 受験番号、氏名を記せ。 
１． あなたは、空間情報技術者の中にあって、特に何の専門家であるか、説明せよ。 
２． その専門家として、あなたは今、どのような技術開発の動向に最も注目しているの

か、その内容と注目する理由を説明せよ。 
３． その専門家として、あなたは今、国や自治体のどのような政策の動向に最も注目し

ているのか、その内容と注目する理由を説明せよ。 
 

問３： 以下の設問への答えを、指示した順に従って、パワーポイントのスライド 8 枚以

内に入力し、USB メモリーに出力して提出せよ。 
 
スライド１枚目： 受験番号、氏名を記せ。また、あなたが在住経験または在勤経験の

ある市区町村名を１つ挙げよ（東京都文京区などと具体的に）。 

スライド２枚目： その市区町村が実際に抱える行政上の課題の中から、解決に向けて

空間情報技術の貢献が期待される課題を１つ取り上げ、適当な題目を付けた上でその内

容を説明せよ。 

スライド３～８枚目： その課題に対し、どのような空間情報技術が具体的にどのよう

に貢献するのかについて、市区町村の担当者に説明するためのスライドを作成せよ。 



 

 



平成 18 年度 空間情報総括監理技術者認定試験 
                        試験実施日時：平成 18 年 7 月 22 日 13:30-16:30 
 
問１： 空間情報技術分野において、あなたが主たる責任者として関連した業務のうち顕著

な技術改善（精度向上、工期短縮、コストダウンなど）をして成功した例を取り上げ、成

功に導いた創意工夫を下記の項目別にワープロ入力し、3 ページ以上 5 ページ以内で USB
メモリーに出力して提出せよ。 
 
０．受験番号および氏名 
１． 業務名称 
２． 実施時期および場所 
３． 業務の目的 
４． 業務の内容（概略） 
５． 解決すべき課題 
６． 技術改善の要点とその時の創意工夫 
７． 成果 
８． 今後の展望・課題 
 
問２： 空間情報の応用に関して、以下の条件を一つ選択し、その条件を満たす空間情報の

応用事例を取り上げ、その可能性と限界をワープロに入力し、3 ページ以内で USB メモリ

ーに出力して提出せよ。応用事例は、既存のものでも、あなたが創作したものでもよい。 
 
１．バッファリングとオーバーレイの GIS 機能を使って、改善策の検討を行う。 
２．高分解能衛星画像と航空機搭載レーザースキャナーデータを融合して、空間情報の処

理および分析をする。 
３．GPS、デジタルカメラ、携帯電話および GIS を融合したシステムを構築して、調査･

計測に応用する。 
  
問３： 下記の自治体の中から一つを選び、空間情報技術を駆使して行政の改善を図る業務

提案を創作し、パワーポイントでスライド８枚以内にまとめ、USB メモリーに出力して提

出せよ。ただし、タイトルスライドに、受験番号、氏名を記入すること。 
 
１． 不法滞在の外国人が多く、犯罪が急増しているＡ市 
２． 新しく開設された大規模鉄道の沿線にある都市近郊のＢ市 
３． 市街地が迷路のように入り組んでいるＣ市 
 
注 1）各問に対する解答のファイル名は、受験番号―問番号とすること  
（例：06-099-1：受験番号 06-099 の受験者が問 1 を解答する場合、半角数字で入力する） 
注 2）ワープロの字体は明朝体、10.5 ポイントで 36 文字、36 行とする。 
 



平成 17 年度 空間情報総括監理技術者認定試験 
                        試験実施日時：平成 17 年 7 月 30 日 13:30-16:30 
 
問１： 空間情報技術分野において、あなたが主たる責任者として関連した業務のうち空間

情報技術を利用して成功した例を取り上げ、成功に導いた創意工夫を下記の項目別にワー

プロ入力し、USB メモリーに出力して提出せよ。 
 
０．受験番号および氏名 
１． 業務名称 
２． 実施時期および場所 
３． 業務の目的 
４． 業務の内容（概略） 
５． 利用した空間情報技術 
６． 解決すべき課題 
７． 成功に至った創意工夫 
８． 成果 
９． 今後の展望・課題 
 
問２： 日本測量協会が発行した機関誌「測量」に掲載されたテクニカルレポートの記事の

中から一つを取り上げ、空間情報総括監理技術者としての技術展望をワープロで入力し、

USB メモリーに出力して提出せよ。ただし、受験番号、氏名を最初に記入すること。 
 
１．2004 年 8 月号（Vol.54、No.8）：RTK-GPS によるリアルタイム地図更新のための大縮

尺地図補正について 
２．2005 年 4 月号（Vol.55、No.4）：レーンマーカ設置作業への VRS-GPS の適用 
３．2005 年 6 月号 (Vol.55、No.6)：航空写真・デジタル地図・レーザースキャナデータの

フュージョンによる都市 3 次元モデル構築 
 
問３： 下記の自治体の中から一つを選び、空間情報技術を駆使して行政の改善を図る業務

提案を作成し、パワーポイントでスライド８枚以内にまとめ、USB メモリーに出力して提

出せよ。ただし、タイトルスライドに、受験番号、氏名を記入すること。 
 
１． 高齢者の占める割合が多く、公共交通手段の少ないＡ市 
２． 一戸建て木造家屋が高密度に集中しているＢ市 
３． 急な坂や斜面が多く、災害危険度の多いＣ市 
 
注）各問に対する解答のファイル名は、受験番号―問番号とすること  
（例：05-099-1：受験番号 05-099 の受験者が問 1 を解答する場合、半角数字で入力する） 




